
1

義務教育学校について

１ 義務教育学校とは

義務教育学校は、１人の校長の下で１つの教職員組織が置かれ、小学校６年間、中学

校３年間の義務教育を一貫した教育課程で運営する９年制の学校。

２ 義務教育学校の主なメリット・デメリット

【メリット】

①「中１ギャップの緩和・解消」

小学生と中学生の多学年交流などにより、小学校から中学校への進学の際に新しい環

境での学習や生活に不適応を起こす、いわゆる「中１ギャップ」に対して効果が期待で

きる。

②自由なカリキュラム（教育課程）の編成ができる

基本的には「前期課程（小学校）」と「後期課程（中学校）」に分けられるが、「４－３

－２」や「５－４」などの柔軟な学年段階の区切りを設定することが可能であるほか、

学年段階間での指導内容の入れ替えなど指導上の工夫が可能となる。

③校務の効率化が期待できる

教職員定数上、養護教諭や学校事務職員などが複数配置される算定となっているため、

業務の効率化が期待できる。

【デメリット】

①人間関係が固定化されやすい

９年間同じ学校に通い、同じメンバーで過ごすため、人間関係が固定化されやすい。

②リーダーシップや自主性を養う機会の減少

通常であれば小学校高学年においてリーダーシップや自主性を養う機会があるが、義

務教育学校では、５・６年生が中学年となるため、その機会が減る可能性がある。

小中一貫教育

種別 義務教育学校 小中一貫型小学校・中学校

施設形態 施設一体型 施設隣接型 施設分離型

校長 １名 それぞれの学校に配置

職員組織 １つの教職員組織 それぞれの学校毎の教職員組織

免許 原則小中学校の両免許状を併有 所属する学校の免許状を保有

修業年限 ９年（前期課程６年+後期課程３年） 小学校６年+中学校３年
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３ 県内の義務教育学校の状況

学級数の○数字は特別支援学級を含む学級数

特認校制：従来の通学区域は残したままで、特定の学校について、通学区域に

関係なく、当該市町村内のどこからでも選択を認めるもの

市 学校名 開校 統合前 学級数 児童生徒数 特認校

高岡
国吉義務教

育学校

令和

２年

４月

１小学校

１中学校

７⑩（前）

３⑤（後）

10⑮（合計）

１３９（前）

６０（後）

１９９（合計）

－

氷見 西の杜学園

令和

２年

４月

３小学校

１中学校

６⑧（前）

３④（後）

８⑫（合計）

７３（前）

５７（後）

１３０（合計）

〇

南砺
南砺つばき

学舎

令和

３年

４月

１小学校

１中学校

６⑥（前）

３③（後）

９⑨（合計）

５７（前）

２２（後）

７９（合計）

〇

(令和５
年～)
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